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研究成果の概要： 
 周期的伸張刺激によって筋萎縮は抑制される。この効果は、食事時間を加味すると、高まる

可能性がある。本研究では、伸張刺激に近い時間に食事をすると、伸張刺激による筋萎縮抑制

効果が高まるかどうかを検討した。その結果、伸張刺激の直後に摂食した方が、4 時間後に摂
食するより筋萎縮抑制効果が大きいことがわかった。これらのことから、萎縮抑制のための運

動は、食事時間も考慮した上で行うとさらに効果的であることが示唆された。 
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研究分野：リハビリテーション科学・福祉工学 
科研費の分科・細目：運動療法学 
キーワード：栄養学、リハビリテーション、医療・福祉、筋萎縮抑制、伸張刺激 
 
１． 研究開始当初の背景 
 筋力トレーニングに栄養学的視点を取り
入れることは、すでに一般的に行われている。
しかし、リハビリテーションの分野では、筋
萎縮を防ぐための運動療法において、栄養学
と組み合わせて行われてはいない。我々は、
除神経筋に周期的伸張刺激を行うと、萎縮を
抑制することを示している。萎縮抑制を目的
とした、より効果的な運動療法を開発するた
め、この伸張刺激による萎縮抑制効果が、食
事の条件で高まるかどうかを明らかにした
いと考えた。 

 
２．研究の目的 
より効果的な運動療法による筋萎縮防止
策を開発するために、伸張刺激による筋萎縮
抑制モデルを用い、効果的な摂食タイミング
や摂取栄養素などの食事条件を明らかにす
ることを目的とする 
 
３．研究の方法 
（1）食事条件の教育  
対象は、Wistar系雄性ラット 7週齢とした。
飼料は、食事量を正確に測るため、一般に使
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われる固形飼料ではなく、粉末飼料を用いた。
一日の食事量の 90％を半分に分け１回食事
量とし、1日 2回、1回の食事時間を 1時間
で終えるよう 5日間教育した。 
 
（2）食事時間管理下の伸張刺激 
除神経術を行ったラットを、伸張刺激の直

後摂食を行う直後摂食群、伸張刺激後 4時間
後に摂食を行う 4時間後摂食群、さらに自由
に食事がとれる自由摂取群に分けた。伸張刺
激は、エーテル麻酔下で、1日 15分間ラット
の左足関節を徒手にて繰り返し最大背屈さ
せた。実験期間は、伸張刺激による筋萎縮抑
制効果がわかっている 2週間とした。 
 
（3）筋萎縮抑制の評価 
筋萎縮の組織学的評価を行うため、ヒラメ

筋を摘出し、凍結横断切片を作成し、H-E染
色を施し、筋線維断面積を測定した。 
 
４．研究成果 
直後摂食群の方が、4 時間後摂食群より萎

縮軽減効果が高かった。つまり、筋萎縮を防
ぐための運動療法は、運動療法の時間に食事
時間が近いと効果が高い可能性があること
がわかった。 
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